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A. 研究目的 

 厚生労働省からの委託事業として運営して

いる「日本医師会女性医師バンク事業」を活用

し、以下の研究を行い、厚生労働省との連携に

よる復職支援事業を通じての医師確保策を検

討し提示する。 

１．求職中の女性医師をはじめ今後定年退職を

迎える医師等の新たな働き方について多様

な機会を紹介し、医師不足の地域や医療機関

等の医療現場への復帰の更なる促進策を検

討する。 

２．求人施設から、女性医師に限定しない就 

業斡旋の要望が増加している。しかしながら

女性医師バンクの看板では、男性医師の登録

は極めてまれである。職業紹介事業としては、

性別による差別は認められないことから、広 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報活動などを通じて登録増加策を検討する。 

３．登録求職者から、多様な働き方の一つとし

て産業医への就業希望が増加している。しか

しながら、女性医師バンクはこれまで臨床現

場への復職支援に軸足を置いているため、医

療機関への広報活動は実施しているが、産業

医を必要とする事業所等への広報活動はほ

とんど実施していない。従って、求人情報は

非常に少なく、就業希望者に対し十分な就業

斡旋ができていない。今後は事業所等への広

報活動の強化を検討する。 

４．医学生が社会人として医療現場に出るにあ

たり、まず必要である労働者であることに関

する知識、出産、育児等のライフイベントに

関する支援制度など基本的な知識を求めて

いる状況が伺えるため、ワークライフバラン
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ス等も含め情報提供の在り方を検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

１．日本医師会女性医師バンクと都道府県医師

会との連携によるモデル事業の実施につ

いて 

 過去に実施した都道府県医師会ドクターバ

ンクに関するアンケート調査、都道府県医師

会ドクターバンク担当役職員連絡会の内容

を踏まえ、モデル事業への協力を呼び掛ける

医師会を選定し、ヒアリングを実施した。そ

の結果、ドクターバンクを設置していない医

師会（千葉県医師会）とドクターバンクを設

置している医師会（兵庫県医師会、岡山県医

師会）を選定し、モデル事業を開始した。そ

の後ドクターバンクを新たに設置した静岡

県医師会がモデル事業に加わった。モデル事

業は、日本医師会女性医師バンクに求職登録

している求職者につき、モデル事業実施の県

内への就業希望者の情報を共有し、連携して

地域の実情に対応した就業斡旋を開始した。 

２．求人施設へのアンケート調査について 

 日本医師会女性医師バンクに登録のある医

療機関に対しWEBによるアンケート調査を

実施し、医療機関のニーズ調査を行った。 

３．求職者へのアンケート調査について 

日本医師会女性医師バンクに登録のある求

職者に対しWEBによるアンケート調査を実

施し、求職登録者のニーズ調査を行った。 

４．医学生へのアンケート調査について 

医学生のワークライフバランス、職業意識に

関するアンケート調査を外部に依頼して実

施した。 

 

C. 研究結果 

１．日本医師会女性医師バンクと都道府県 

医師会との連携によるモデル事業の実施

について 

令和 3 年度の就業斡旋件数は、千葉県医師会

19 件、静岡県医師会１件、兵庫県医師会４

件、岡山県医師会０件であった。就業成立に

は至らなかった。 

２．求人施設へのアンケート調査について 

 日本医師会女性医師バンクに登録のある医

療機関 4,600施設に対しWEBによるアンケ

ート調査を実施し、829 件の回答を得た。そ

の結果、女性医師に限定しているため、紹介

件数が少ない。今後は男性医師の紹介にも取

り組んではどうかなど、事業の拡充を望む声

が多く寄せられた。また、日本医師会が女性

医師バンクを運営していることが十分に周

知されていない懸念もあるのでさらなる周

知活動が必要ではないかとの意見をいただ

いた。それを受けて、広報用の動画を作成し

た。 

３．求職者へのアンケート調査について 

日本医師会女性医師バンクに登録のある求

職者 2,569人に対しWEBによるアンケート

調査を実施し、829 人から回答を得た。その

結果、産業医を希望する求職者の増加ならび

にコロナ禍により就業日数の減少や解雇に

関する不安が増加していた。それを受けて産

業医の就業斡旋体制を強化すれば、就業先の

紹介が可能となり、女性医師の活躍の場の拡

大につながるため、産業医の求人登録増加策

を検討することとした。 

４．医学生へのアンケート調査について 

医学生のワークライフバランス、職業意識に

関するアンケート調査を外部に依頼して実

施し、383 人からの回答を得た。その結果を

受け、生活設計などに対する情報を提供する

ため、医師として働き始めるにあたり社会人

としての基礎知識や出産育児等に関する支

援制度などをまとめた医師の多様な働き方

を支えるハンドブックを作成した。また、ア

ンケート結果を日本医師会が無料で配布し

２ 



ている広報誌「ドクタラーゼ No.36」に掲載

した。 

 

D. 考察 

日本医師会女性医師バンクと都道府県医師会

との連携によるモデル事業において、「女性医

師バンク」の名称のもとでは、男性医師の求職

登録は極めて少ない。従って男性医師の求職登

録を促すため、男性医師も利用可能である旨の

広報を実施することとし、モデル事業を実施し

ている千葉県医師会において、男性医師も利用

可能である旨をチラシ等で広報する方針を決

定した。 

また、更なる広報活動強化が必要であり、従来

のリスティング広告のキーワード等の効率的

な運用を図るとともに、アンケート調査の結果

を受けて作成した、「広報用動画」、「医師の多

様な働き方を支えるハンドブック」を活用した

広報活動を展開することとした。 

また、モデル事業を通じた就業斡旋において就

業成立の実績が少ない理由を分析し、対応策を

検討する。 

 

E. 結論 

研究 1 年目の結論としては、「女性医師バンク」

の名称のもとでは、求人施設からの要望である

男性医師の求職登録の獲得については、工夫が

必要であり 2 年目のモデル事業の中で試行す

る。また、広報活動強化については、「広報用

動画」を医師会、学会等の各種講習会等での上

映、「医師の多様な働き方をさせるハンドドブ

ック」を医師会、大学医学部、学会等関係団体

を通じて配布することにより、「女性医師バン

ク」の周知活動を展開する。女性医師に限定し

た事業展開では、求職登録数の増加も限定的で

あり医師不足地域等の地域の実情に対応した

就業斡旋、医師確保には限界があり、男性医師

の求職登録の増加策が必要である。 

また、厚生労働省からの委託事業であるが「日

本医師会女性医師バンク」の名称を例えば、「日

本医師会ドクターバンク・女性医師バンク」へ

の変更の可能性についても考えていく必要が

ある。 

 

F. 健康危険情報 

  なし 

 

G. 研究発表 

１．論文発表 

  なし 

２．学会発表 

なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

  なし 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  なし 
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  ４．「Ｆ．健康危険情報」について 
      ・研究分担者や研究協力者の把握した情報・意見等についても研究代表者がとりまとめて総括研究 
      報告書に記入すること。 
    ５．その他                                                                                   
     (1) 日本工業規格Ａ列４番の用紙を用いること。                                               
    (2) 文字の大きさは、１０～１２ポイント程度とする。                                         
                                                                                                 
                                                                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 



                                                                                           
                                                                                                 

研究成果の刊行に関する一覧表 
                                                                                                 
      書籍                                                                                       
 

 著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

なし        

        

        

 
                                                                                                 
      雑誌                                                     
 

  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

 なし      

      

      

 

５ 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 副会長                              

    （氏名・フリガナ） 今村 聡（イマムラ サトシ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 前常任理事                              

    （氏名・フリガナ） 小玉 弘之（コダマ ヒロユキ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 前常任理事                              

    （氏名・フリガナ） 道永 麻里（ミチナガ マリ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 前常任理事                              

    （氏名・フリガナ） 平川 俊夫（ヒラカワ トシオ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 常任理事                              

    （氏名・フリガナ） 橋本 省（ハシモト ショウ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 



  
 

「厚生労働科学研究費における倫理審査及び利益相反の管理の状況に関する報告について 
（平成26年4月14日科発0414第5号）」の別紙に定める様式 

 
令和３年 ５月２４日 

厚生労働大臣                                          
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 公益社団法人 日本医師会 

 
                      所属研究機関長 職 名 会長 
                                                                                      
                              氏 名  中川 俊男            
 

   次の職員の(令和) ２年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。 

１．研究事業名  地域医療基盤開発推進研究事業                           

２．研究課題名  医師の適切な確保のための研究                           

３．研究者名  （所属部局・職名） 常任理事                              

    （氏名・フリガナ） 神村 裕子（カミムラ ユウコ）                    

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 未審査（※2） 

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針  □   ■ □  □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針※3）  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査の場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：         ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：        ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：               ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 ■ 無 □（有の場合はその内容：                ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

            ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 

 


